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【動機】

昨年、ダイラタンシーという不思議な現象に興味がわいたことがスタートである。本年度は、昨
年解明できなかったコーンスターチを使ったダイラタンシーについて調べた。また、片栗粉とコ
ーンスターチを混ぜたらどうなるかなどの新たな疑問について探求するために研究をした。

【方法】

瞬間的にかかる力で固くなるというダイラタンシーの固さを調べるために、ダイラタンシーその
ものに物体を落として、その物体が沈む時間の長さで固さを調べた。沈む時間が長いと固くなっ
ている。沈む時間が短いと固さが弱い。

【結果】

コーンスターチでダイラタンシーを作るときの粉と水の最適な割合は25：18である。また、片栗
粉とコースターチを混ぜた粉を使用してもダイラタンシーを作ることができ、混ぜる粉の割合に
よってダイラタンシーの特徴が変わる。

【まとめ】

ダイラタンシーは粉と水を混ぜることで作ることができる。粉の種類によって、粉と水の最適な
比率が変わってくる。また、片栗粉とコーンスターチを混ぜた粉をでは、水の量を一定で考える
と、混ぜる粉の割合でダイラタンシーの硬さの結果が変わってくる。

【展望】

2種類の粉を混ぜる割合によって、ダイラタンシーの瞬間的に固くなる特徴が変わってくる。今後
、混ぜる粉の種類や数を変えることで、どういったダイラタンシーができるのか研究の余地があ
る。そういった疑問をなげかけることで、いろんな割合で調べてみようと研究を始める子供が増
えることに期待ができる。
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